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3月3日（木）午後から書記局
会議のため、事務所を閉館とさせ
ていただきます。予め、ご了承く
ださい。

当
日
は
朝
8
時
前
に
は
集

合
場
所
の
猿
江
公
園
前
に
全

員
揃
い
、
冨
樫
委
員
長
、
鈴

木
さ
ん
（
女
性
の
会
組
織
担

当
）
の
お
見
送
り
の
下
、
秋

川
国
際
マ
ス
釣
り
場
（
秋
川

市
）
に
向
け
て
出
発
し
ま
し

た
。行

き
の
バ
ス
で
は
、
自
己

紹
介
を
し
て
も
ら
い
、
景
品

付
き
の
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
、

○
×
ク
イ
ズ
方
式
の
『
土
建

国
保
ク
イ
ズ
』
を
行
い
な
が

ら
二
時
間
で
現
地
に
到
着
し

ま
し
た
。

バ
ス
を
降
り
る
と
す
ぐ
に

ピ
ー
ン
と
澄
ん
だ
空
気
を
感

じ
、
「
都
内
で
も
こ
ん
な
に

も
違
う
も
の
か
…
」
と
い
う

の
が
最
初
に
感
じ
た
こ
と
で

し
た
。
そ
ん
な
湿
っ
た
土
と

木
の
香
り
の
中
を
歩
い
て
Ｂ

Ｂ
Ｑ
ハ
ウ
ス
に
移
動
。
そ
こ

で
ニ
ジ
マ
ス
釣
り
の
注
意
事

項
を
聞
き
、
各
自
レ
ン
タ
ル

釣
竿
を
持
っ
て
階
下
の
渓
流

の
釣
り
堀
へ
移
動
し
ま
し

た
。2

回
（
10
時
30
分
、
11
時

50
分
）
の
放
流
タ
イ
ム
が
あ

り
、
え
さ
（
イ
ク
ラ
）
を
付

け
て
ニ
ジ
マ
ス
釣
り
に
没
頭

し
ま
し
た
。
大
人
も
綺
麗
な

空
気
と
大
自
然
の
中
で
の
ニ

ジ
マ
ス
釣
り
に
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
し
、
表
情
も
穏
や
か
。

釣
り
に
飽
き
た
子
供
た
ち

は
、
川
底
に
い
る
虫
を
探
し

た
り
、
大
き
な
葉
っ
ぱ
を
見

つ
け
た
り
、
木
立
の
路
を
、

ず
っ
と
『
楽
し
い
な
ー
、
楽

し
い
な
ー
』
と
声
を
上
げ
て

は
し
ゃ
ぐ
子
も
い
ま
し
た
。

ま
た
、
バ
イ
ク
ツ
ー
リ
ン
グ

の
合
間
に
高
梨
分
会
長
（
大

島
分
会
）
が
立
ち
寄
る
と
い

う
、
サ
プ
ラ
イ
ズ
も
あ
り
大

変
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。

楽
し
い
ニ
ジ
マ
ス
釣
り
の

後
は
Ｂ
Ｂ
Ｑ
！
ニ
ジ
マ
ス
釣

り
と
川
遊
び
で
冷
え
た
身
体

を
あ
た
た
め
ま
す
。
焼
き
そ

ば
、
フ
ラ
ン
ク
、
野
菜
、
お

肉
、
そ
し
て
つ
い
さ
っ
き
ま

で
泳
い
で
い
た
ニ
ジ
マ
ス
の

塩
焼
き
を
渓
流
の
側
で
堪
能

し
ま
し
た
。

仲
間
の
コ
ロ
ナ
禍
の
ス
ト

レ
ス
、
外
出
自
粛
疲
れ
を
少

し
で
も
解
消
で
き
た
ら
と
、

一
度
は
開
催
を
見
送
り
な
が

ら
も
、
開
催
で
き
ま
し
た
。

次
回
イ
ベ
ン
ト
で
も
皆
さ
ん

か
ら
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
!!

11
月
28
日
（
日
）
江
東
支
部
後
継
者
対
策
部
主
催
の
『
秋
は
秋
川
キ
ャ
ン
プ
2
0

2
1
』
に
7
家
族
27
名
で
参
加
し
ま
し
た
。

組
合
規
約
第
20
条
に
基
づ
き
、
東
京
土
建
一
般
労
働
組
合
江
東
支
部
第

67
回
定
期
大
会
を
次
の
通
り
招
集
し
ま
す
。

【
開
催
日
】
2
0
2
2
年
4
月
10
日
（
日
）

【
会
場
】
東
京
土
建

江
東
支
部
会
館
（
江
東
区
北
砂
1
―
11
―
4
）

【
大
会
の
構
成
】

●
支
部
役
員
…
第
66
回
で
選
出
さ
れ
た
支
部
役
員
39
人

●
代
議
員
…
2
月
1
日
現
在
の
組
織
人
員
を
基
準
に
、
1
7
5
人
未
満

の
分
会
か
ら
2
人
、
1
7
5
人
以
上
2
5
0
人
未
満
の
分
会
か
ら
3

人
、
2
5
0
人
以
上
の
分
会
か
ら
4
人
を
基
礎
数
と
し
、
各
分
会
か

ら
1
人
ず
つ
選
出
さ
れ
て
い
る
準
備
委
員
ま
た
は
選
挙
管
理
委
員

を
加
え
た
人
数
と
す
る
。

●
特
別
代
議
員
…
青
年
部
・
女
性
の
会
・
喜
楽
会
か
ら
各
1
人
＋
書
記

局
2
月
1
日
現
在
の
組
織
人
員
を
基
準
に
、
1
7
5
人
未
満
の
分
会

か
ら
2
人
、
1
7
5
人
以
上
2
5
0
人
未
満
の
分
会
か
ら
3
人
、
2

5
0
人
以
上
の
分
会
か
ら
4
人

※
分
会
特
別
代
議
員
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
に
よ
り

参
加
の
可
否
判
断
を
行
う
も
の
と
す
る
。

【
代
議
員
選
出
と
登
録
】

●
第
一
次
締
め
切
り
…
2
月
24
日
（
木
）

●
最
終
締
め
切
り
…
3
月
24
日
（
木
）

●
登
録
の
変
更
…
4
月
7
日
（
木
）
執
行
委
員
会
ま
で
と
し
、
当
日
の

変
更
は
一
切
受
け
付
け
な
い
も
の
と
す
る
。

2
0
2
2
年
2
月
7
日

執
行
委
員
長

冨
樫

康
弘

大
会
準
備
委
員
長

花
岡

康
雄

【
役
員
立
候
補
】

第
67
回
支
部
定
期
大
会
に
支
部
役
員
と
し
て
立
候
補
さ
れ
る
方
は
、
3

月
21
日
（
月
）
〜
3
月
28
日
（
月
）
ま
で
の
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
ま
で

（
土
日
・
祝
祭
日
を
除
く
）
の
間
に
、
江
東
支
部
会
館
内
「
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
」
へ
立
候
補
届
出
用
紙
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
役
員
定
数
】

〈
執
行
委
員
長
〉
1
人
、
〈
副
執
行
委
員
長
〉
3
人
、

〈
常
任
執
行
委
員
〉
10
人
、
〈
執
行
委
員
〉
22
人
、

〈
書
記
長
〉
1
人
、
〈
書
記
次
長
〉
2
人
、

〈
会
計
監
査
〉
3
人
、
合
計
42
人

選
挙
管
理
委
員
長

佐
竹

子
太
郎

2
0
2
1
年
12
月
13
日
、

『
喜
楽
会
映
画
鑑
賞
会
・
交

流
会
』
を
開
催
。
コ
ロ
ナ
禍

で
活
動
も
自
粛
と
い
う
2
年

間
で
し
た
が
、
落
ち
着
い
た

と
い
う
事
で
連
絡
員
皆
さ
ん

に
声
掛
け
を
し
て
今
回
の
映

画
会
が
開
催
し
、
31
名
の
方

に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。上

映
し
た
映
画
は
、
「
青

山
劇
場

前
進
座
公
演

『
五
重
塔
』
」
で
す
。
次
世

代
組
合
員
へ
の
活
動
の
継
承

学
習
も
兼
ね
て
計
画
し
、
当

日
は
4
名
の
組
合
書
記
が
参

加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の

映
画
の
中
に
東
京
土
建
の
組

合
員（
当
時
の
青
年
部
）が
19

名
の
出
演
を
し
て
お
り
ま
し

た
。
そ
の
う
ち
、
6
名
は
江

東
支
部
の
当
時
青
年
部
の
仲

間
。
劇
の
内
容
は
五
重
塔
を

建
設
す
る
中
で
、
大
工
の
棟

梁
と
職
人
の
十
兵
衛
が
お
り

な
す
技
術
を
分
か
ち
合
う
魂

の
劇
で
し
た
。
棟
上
げ
式
の

最
後
は
木
遣
り
で
締
め
る
職

人
の
世
を
描
い
て
い
ま
す
。

以
前
、
浅
草
公
会
堂
に
お

い
て
江
東
支
部
が
貸
し
切
り

で
観
た
記
憶
が
あ
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す

が
、
こ
の
映
画
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が

取
材
し
た
映
画
で
す
。
上
映

中
は
皆
さ
ん
東
京
土
建
の
歴

史
や
当
時
の
職
人
の
生
き
様

な
ど
、
忘
れ
て
い
た
記
憶
を

思
い
出
し
、
黙
々
と
見
入
っ

て
い
ま
し
た
。

喜
楽
会
で
は
今
年
度
の
活

動
と
し
て
会
員
の
皆
さ
ん
の

健
康
を
期
し
て
「
健
康
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
」
や
「
散
策
」
、

「
認
知
症
予
防
の
学
習
会
」

な
ど
支
部
の
運
動
に
参
加
し

な
が
ら
一
日
で
も
！
一
人
で

も
多
く
！
長
〜
い
組
合
活
動

を
楽
し
ん
で
い
け
た
ら
と
思

っ
て
い
ま
す
。
喜
楽
会
会
員

の
皆
さ
ん
、
ご
参
加
お
待
ち

し
て
ま
す
。

喜
楽
会
会
長

中
谷

登
志
夫

映

秋
川
キ
ャ
ン
プ

開
催

秋
は

上

実 川 英 治

『五重塔』前進座公演
喜楽会映画鑑賞会・交流会喜楽会映画鑑賞会・交流会

7
家
族
27
名
で
参
加

『五重塔』鑑賞中

東
京
土
建
一
般
労
働
組
合

江
東
支
部

第
６７
回
定
期
大
会
告
知
お
よ
び

役
員
立
候
補
に
つ
い
て

ニジマス釣りに真剣な眼差しの参加者親子

釣ったばかりのニジマスを炭火で塩焼き！

江
東
支
部

◆事務所閉館のお知らせ◆
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「
日
本
人
は
ど
こ
か
ら
来

た
の
か
」
と
か
「
日
本
人
ら

し
さ
」
と
か
「
日
本
ら
し
さ
」

な
ど
「
日
本
物
」
が
多
く
語

ら
れ
る
昨
今
で
す
が
、
歴
史

の
事
実
に
、
現
在
を
映
す
鏡

模
様
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で

き
、
楽
し
さ
を
満
喫
で
き
ま

す
。今

年
は
全
10
回
に
わ
た
っ

て
、
黒
川
一
夫
氏
著
「
赤
穂

事
件
」
（
青
史
出
版
2
0
0

9
年
7
月
10
日
第
1
刷
発

行
）
の
読
後
感
を
縦
軸
に
、

絡
ま
る
話
を
織
り
交
ぜ
な
が

ら
、
22
世
紀
に
ど
の
よ
う
な

歴
史
的
影
響
を
与
え
て
い
る

の
か
を
、
話
題
を
絞
り
な
が

ら
書
い
て
行
き
ま
す
。

時
は
、
元
禄
14
（
1
7
0

1
）
年
3
月
の
浅
野
内
匠
頭

の
刃
傷
事
件
か
ら
翌
年
元
禄

15
年
12
月
（
1
7
0
3
年
12

月
）
の
討
ち
入
り
ま
で
が
主

で
す
が
、
後
日
談
も
面
白
い

で
す
。

さ
て
、
こ
の
事
件
の
背
景

の
17
世
紀
か
ら
18
世
紀
へ
の

時
代
を
「
元
禄
文
化
」
の
一

言
で
は
理
解
し
づ
ら
く
、
そ

れ
は
あ
ま
り
に
も
大
き
な
転

換
点
で
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

政
権
が
華
々
し
く
変
わ
っ
た

時
は
、多
く
語
ら
れ
ま
す
が
、

こ
の
「
徳
川
時
代
」
の
「
転

換
＝
改
革
」
は
、
結
果
、
長

期
政
権
と
な
っ
た
曲
折
と
み

ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

多
く
の
人
が
そ
う
捉
え
て
い

ま
せ
ん
。

キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
将
軍
に

な
ら
な
い
は
ず
で
あ
っ
た
綱

吉
の
野
望
、
保
科
正
之
が
財

政
破
綻
の
予
見
か
ら
天
守
閣

再
建
の
無
駄
を
せ
ず
の
町
家

再
興
、
老
中
堀
田
備
中
守
正

俊
、
桂
昌
院
従
一
位
、
大
石

内
蔵
助
、
大
野
九
郎
兵
衛
、

吉
良
上
野
介
、喧
嘩
両
成
敗
、

武
断
政
治
か
ら
文
治
政
治
、

生
類
憐
み
の
令
、
8
0
0
年

つ
づ
け
た
中
国
製
宣
明
暦
後

の
貞
享
暦
（
大
和
暦
）
、
心

中
、
松
尾
芭
蕉
、
武
士
道
な

ど
な
ど
で
す
。

次
回
の
緒
を
覗
い
て
み
ま

し
ょ
う
。

綱
吉
は
、
家
光
の
3
人
の

息
子
の
末
子
で
、
埼
玉
館
林

の
城
主
で
し
た
が
、
母
（
家

光
側
室
：
於
国
の
方
＝
桂
昌

院
）
の
「
我
が
子
を
将
軍
に
」

の
思
い
が
次
々
実
現
し
て
い

く
の
は
、
正
に
「
事
実
は
小

説
よ
り
奇
な
り
」
で
す
。
個

人
と
し
て
も
、
将
軍
職
第
五

代
に
し
て
も
異
常
で
あ
っ
た

綱
吉
。

次
回
を
お
楽
し
み
に
…
。

予
告

第
2
回
：
五
代
将

軍
綱
吉
、
第
3
回
：
刃
傷
事

件
の
発
生
、
第
4
回
：
刃
傷

事
件
の
創
痕
、
第
5
回
：
赤

穂
事
件
、
第
6
回
：
赤
穂
事

件
の
終
息
、
第
7
回
：
謎
手

本
忠
臣
蔵
史
観
、
第
8
回
：

元
禄
時
代
の
庶
民
社
会
、
第

9
回
：
徳
川
家
と
薩
長
閥
、

第
10
回
：
4
0
0
年
の
歴
史

と
22
世
紀

深
川
第
七
分
会

中
尾
正
文

事業所名：稲垣金属 株式会社
代表者：稲垣 隆文
住所：〒136－0072

江東区大島8－21－13－304
電話：03－3682－7349／080－1136－6555
ＦＡＸ：03－3682－7349
希望職種：鍛冶屋、金物工
働き先：入混
★募集希望内容
正規雇用…希望人数：2人 条件等：普免

確定申告相談会
「納税者の立場にたち、自主記帳・計算を基

本」に誠実な申告を援助する相談会を開催しま
す。日程や内容は後日配布するチラシもご確認
ください。
※新型コロナウイルス感染防止のため、日程を
分会ごとに振り分けましたのでご確認くださ
い。
○2／21（月）、小名木・深中分会
○2／22（火）、砂中分会・4砂分会・

深7分会
○2／24（木）、大島分会・東砂分会・

事業所（20）分会
○2／28（月）、亀戸分会・深3分会・

直属（26・30）分会
○3／2（水）、南砂分会・深北分会
○3／9（水）、予備日

受付時間 :10時～16時（12時～13時は休み）
☆税理士による相談は3月2日（水）です。贈
与・譲渡相談はご予約をお願いします。

昨
年
の
12
月
12
日
、
午
後

か
ら
女
性
の
会
主
催
で
「
し

め
飾
り
作
り
」
の
手
芸
教
室

に
参
加
し
ま
し
た
。
各
分
会

か
ら
女
性
の
会
の
会
員
た
ち

が
大
勢
参
加
し
、
総
勢
50
名

で
し
め
飾
り
づ
く
り
を
行
い

ま
し
た
。

女
性
の
会
役
員
の
鈴
木
さ

ん
（
深
中
分
会
）
が
講
師
と

な
り
、
丁
寧
で
分
か
り
や
す

い
説
明
で
、
た
っ
た
の
二
時

間
で
大
変
豪
華
な
し
め
飾
り

を
作
る
こ
と
が
で
き
、
大
盛

況
で
し
た
。

し
め
飾
り
の
デ
ザ
イ
ン
は

自
分
の
好
き
な
和
紙
を
バ
ッ

ク
に
、
紙
紐
を
数
本
に
ま
と

め
三
つ
編
み
に
し
て
輪
を
作

り
、
造
花
や
お
正
月
ら
し
い

飾
り
つ
け
を
行
い
ま
し
た
。

花
や
飾
り
は
女
性
の
会
の
役

員
さ
ん
が
揃
え
て
く
れ
た
の

で
、
と
っ
て
も
簡
単
。
こ
つ

が
分
か
れ
ば
き
っ
と
皆
さ
ん

に
も
簡
単
に
作
る
こ
と
が
で

き
る
と
思
い
ま
す
。

前
回
の
し
め
飾
り
は
赤
い

椿
が
ポ
イ
ン
ト
で
し
た
が
今

年
は
様
々
な
お
花
で
と
て
も

豪
華
で
す
。
皆
さ
ん
色
が
違

い
、
デ
ザ
イ
ン
で
も
そ
れ
ぞ

れ
が
個
性
を
発
揮
し
、
参
加

者
そ
れ
ぞ
れ
の
し
め
飾
り
が

違
っ
た
味
わ
い
と
な
り
ま
し

た
。
参
加
し
て
く
れ
た
み
な

さ
ん
が
喜
ん
で
く
れ
、
よ
い

お
正
月
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

昨
今
ま
た
オ
ミ
ク
ロ
ン
株

の
新
た
な
コ
ロ
ナ
が
広
が
り

を
み
せ
て
ま
す
。
ま
た
恐
怖

や
不
安
に
駆
ら
れ
る
毎
日
で

す
が
、
負
け
じ
と
女
性
な
ら

で
は
の
や
り
方
で
活
動
し
て

い
き
た
い
で
す
ね
。

四
砂
分
会

佐
原

晶
子

一人ひとり丁寧に指導中

☆
Ｐ
Ａ
Ｌ
ー
Ｋ
ｏ
ｔ
ｏ

3
月
25
日
（
金
）
午
後
7
時
よ
り

支
部
会
館
で
定
期
総
会
を
開
催
し
ま

す
。☆

住
宅
セ
ン
タ
ー

3
月
17
日
（
木
）
午
後
7
時
よ
り

支
部
会
館
で
定
期
総
会
を
開
催
し
ま

す
。☆

女
性
の
会

3
月
27
日
（
日
）
午
前
10
時
よ
り

支
部
会
館
に
て
定
期
総
会
を
開
催
し

ま
す
。

☆
青
年
部

3
月
25
日
（
金
）
午
後
7
時
よ
り

支
部
会
館
に
て
定
期
大
会
を
開
催
し

ま
す
。

☆
喜
楽
会

3
月
18
日
（
金
）
午
前
11
時
よ
り

支
部
会
館
に
て
定
期
総
会
を
開
催
し

ま
す
。

参
加
す
る
方
は
、
役
員
・
連
絡
員

へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

しめ飾りづくり教室しめ飾りづくり教室

各
組
織
の

総
会
・
定
期
大
会
の

お
知
ら
せ

各
組
織
の

総
会
・
定
期
大
会
の

お
知
ら
せ
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1
回
：
序
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女性の会主催
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当選者の発表は図書カードの発送を
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）


